


〇浦島の家・中（早朝）
囲炉裏の残り火が、パチンとはじける。
かやぶきを布団代わりにかけて寝ている浦島一郎（3）。

〇浦島の家・中（早朝）
釣り竿を構えて出てくる、浦島太郎（40）。

○海岸・岩場
魚籠に数匹の釣果がのぞく。

○浦島の家・中（回想）
大声を上げて泣いている一郎。
浦島「はいはい、お腹がすいたかな」
	と、一郎を抱いてあやす。
	（回想終わり）

○海岸・岩場
	釣果を見て満足げな浦島。
大きな亀に数人の子供が群がっている。
	棒などでつつかれ、虐められている亀。
	通りかかる浦島。
浦島Ｍ「可愛そうな亀だ。助けてあげようか。　　　
　けれど、面倒臭そうだな」
	※	※	※
	（フラッシュ）
	※	※	※
	浦島、踵を返して、
浦島「（面倒くさそうに）こらこら、そんなことはやめなさい。亀がかわいそうだろう」
子供Ａ「うるせえ！　ほっとけよ」
浦島「……」
	浦島、一人ずつ子供たちの頭を小突く。
Ｔ「５分後」
	正座させられている半泣きの子供たち。
	亀、浦島に頭を下げる。
亀「どうもありがとうございます」
浦島「しゃべった！　うそだろ」
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